な 出会い が 待っ て いま す 。 


Iwate 
Prefectural 


Hospital 


/ 













~~ 
岩手 県 立 病 院 
看護 科 (部 )o ご 案内 


NURSING DEPARTMENT INFORMATION 


石 記 県 病院 の 基本 理念 





| 了 し ヤノ 
= | ルル J ず 
の コ sD “人 し 
J 下り ジマ 三 | 7 クノ 
过 和 归 MVJ | 天 夺 3 と 


県 民 の 安全 語 < 必 を 確保 る だ め 和 年 主 県 は 県 内 各地 県 立 病院 
DK 族 7 Xa 下 = の の 5 の に 
NC 呆 護 城 論 私 J fF 和 朋 加 守 [ 国 了 区 W 的 医療 機関 5 
局 济 9 内 bP 元 を 
| 
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ーー 


「 輝 く 看 護 職 に な ろう ! 」 


県 立 病 院 で は 、 人 材 育成 や 効率 的 で 効果 的 な 業務 の 推進 な ど 働き 続け られ 
る 職場 環境 づく り を 、 社 会 の 変化 や 職員 の ニー ズ に 即 し て 進化 発展 させ な が ら 
継続 し て 取り 組ん で いま す 。 

私 は 、 県 立 病院 の 看護 師 と し て 、「 人 間 愛 を 大 切 に 、 清 潔 で 美しい 技 を 持っ た 
キレ イ な 看護 を 提供 する こと 。 自 ら 考 えて 行動 する こと 。」 を 心がけ 、" 輝 く 看護 
師 " と な れる よう 研 鐘 を 積み な が ら 実 践 し てき まし た 。 新 卒 か ら 今 まで 勤務 し て 
こら れ た の は 、 組 織 的 な 育成 支援 や 苦楽 を 分 か ち 合え る 仲間 の 存在 な ど 良 き 
職場 環境 の お か げ で す 。 こ れ は 私 に 限っ た こと で は な く 、 県 立 病 院 は 、 職 員 一 
人 一 人 が 看護 職 と し て 社会 人 と し て 成長 で きる 職場 で す 。 

二 所 地域 の みな さま の 期待 に 応え 、 患 者 さん が 安心 し て 療養 で きる よう 、 信 頼 さ 
井山 香 れ 愛 され る 看護 を 私 た ちと 一 緒 に 実践 し 、 看 護 戦 と し て キラ ッ と 輝き まし ょ う 。 










岩手 県 立 病院 


業務 支援 課 看護 指導 監 
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認定 看護 師 の フリ ー ト ー ク 有 育児 支援 


キャ リア ラダ ー RE NE NE NE EE Cd EE 県 立 病院 の 助産 師 た ち Sea 福利 厚生 
新人 研修 年 間 パ ス すす すす で で で すす で サド すす で すす すす で 各 病 院 の 紹介 


新人 看護 師 メ ッ セ ー ジ NRE RN GE tS 採用 ・ 配 属 ・ 転 勤 ERR ER RRNA ER Rt 
スペ シャ リス ト の 養成 SO 待遇 a RS CE EE EEE EE 


ーー NN 


全体 で 職員 の 生涯 学習 を 文 援 し ます 


臨床 看護 実践 能力 指標 


(クリ ニカ ル ラ ダー) 


ー 尺 山 選 ュ ィ せ 


ジェ ネ ラ リス ト し < とこ wv 

















プリ セプター が 丁寧 に = レベ ル | レベ ル l| レベ ル 貞 レベ ル IV レベ ル V 
指 省 や 支 援 を ま す 概ね 1 一 2 年 目 概ね 25 年 目 概ね 4 一 10 年 目 概ね 7 一 15 年 目 概ね 12 年 目 ~ 
日 < o 
上 と ED (新人 の 学び を 経て ) 担当 看護 師 と し て 部 署 に お いて 看護 医療 の チー ム に お 
担当 看護 師 し て の 能力 を 身 に ける 担当 看護 師 と し て の 自立 し 、 受 け 持ち 看 ご の 立場 で リー ダー いて 、 看 護 の 立場 
能力 を 身 に 付け る 護 師 を 目指 す ee シッ プ を 発揮 で きる で リー ダー シッ プ を 
ss ~ 要 立 し 、 役 割 モ デ * 
この よう な 研修 が あり ます i 発揮 で きる 


ひと り 一 人 の 実践 能力 を 確認 

し な が ら 指 導 し 、 ス テッ プア ッ < 

プ で さき る よう 支援 し ます 。 ※ ジ ェ ネ ラリ スト … 特 定 の 専門 ある い は 看護 分 野 に か か わら ず 、 ど の よう な 対象 者 に 対し て も 経験 と 継続 教育 に よっ て 
習得 し た も の に 基づき 、 そ の 場 に 応じ た 知識 ・ 技 術 ・ 能 力 を 発揮 で きる 者 。 


自分 で 考え て 行動 し 、 そ の 行動 に 責任 の 持て る 自立 し た 看護 師 。 


県 立 病院 で は 。 病院 内 で は | 病院 外 で は 


① 新 採用 者 。 基本 的 


技術 研修 看護 技術 の に 
TI : 習得 : スペ シャ 『 ス ト 
② 新 採用 : @ プ リセ プター 制 | @ コ ミュ ニケ ーション 打 


ジェ ネ ラ リス ト と し て 、 知 識 ・ 技 術 ・ 態 度 等 の 能力 を 習得 する と 、 専 門 研修 等 を 受け る こと が で き 、「 


昌 : ⑧ 患 者 受 持ち 制 。 : @ フ ィ ジ カル アセ スメント 
职员 研修 認定 看護 師 等 の スペ シャ リス ト へ の 道 に 挑戦 する こと が で きま す 。 


( 多 職種 合同 ) : ⑧ 医 療 安 全 対策 。 : @ 区 他 研修 会 
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(プリ セプター と の 情報 交換 〉 









あたたか い 
支援 体制 を 整え て 





釜石 病院 
教育 専従 看護 師 


” 坂本 久美 子 






みな さん を お 迎え し ます 


等 : 等 


※ 詳 し く は P11・12 を 参照 し て 下さ い 。 


教育 専従 看護 師 の 配置 


Q1 教育 専従 看護 師 の 役割 、 業 務 内 容 を 教え て くだ さい 
岩手 県 立 病院 に は 、9 カ 所 の 基幹 病院 (中 央 、 大 船渡 、 釜 
石 、 宮 古 、 胆 沢 、 盤 井 、 久 慈 、 中 部 、 二 戸 病 院 ) に 教育 専従 看 
護 師 を 配置 し て お り ま す 。 教 育 専従 看護 師 は 、 看 護 職 の 能 
開発 の 維持 、 向 上 の た め に 、 人 材 育成 に 関す る 教育 計画 や 教 
育 プ ログ ラム の 企画 、 運 営 、 実 施 、 評 価 の 全て の 過程 に お ける 
指導 ・ 助 言 に あたる こと を 職務 と し 、 新 採用 職員 を は じ め 全 職 
員 を 対象 に 研修 や 精神 的 支援 の ほか 、 教 育 に 関し て 幅広 く 活 
動 し な が ら 、 看 護 職員 を サポ ー ト し て いま す 。 特 に 新人 看護 師 
や 既 卒 新人 看護 師 と し て 入職 され た 職員 に は 、 一 日 も 早く 環 
境 に 慣れ 安心 し て 仕事 が で きる よう に 、 充 実 し た 新人 教育 プ 
ログ ラム の 企画 運営 に あたっ て お り ま す 。 ま た 、 配 属 部 署 と の 
調整 や 病棟 訪問 を し な が ら 、 タ イム リー な 支援 が で きる よう に 


見 守り 、 面 談 を 通し て 技術 の 習得 状況 だ け で な く 、 人 間 関 係 
の 悩み 、 新 生活 へ の 不安 や 困り 事 の 解決 に 向け た サポ ー ト な 
ど 精 神 的 支援 が で きる よう に 活動 し て いま す 。 


Q2 県 立 病院 を 目指 す 方 に 向け て メッ セー ジ を お 願い し 
ます 

岩手 県 立 病 院 に は 、 約 3,500 人 の 看護 職員 の 仲間 が いま 
す 。 同 期 入職 で さま ざま な 職種 の 職員 が 研修 で 集 り 共に 学び 、 
語り 合う 機会 ああ り ま す 。 各 地 の 岩 手 県 立 病院 で 頑張 る 仲間 ・ 
同期 入職 職員 は 、 お 互い を 高め 合う 友 と な り ま す 。 そ ん な 県 立 
病院 で 一 緒 に 働き ませ ん か 。 あ た た か い 支 援 体制 を 整え て お 
待ち し て いま す 。 






















> 吾 凍 音 展 と 沸 
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新人 研修 年 間 パ ス 


県 立 病院 で は さま ざま な 研修 を 通し て 
ー 人 前 の 看護 師 へ の 人 道 を サポ ー ト し て いま す 。 













新 採用 技術 研修 1 
(安全 管理 ・ 感 染 対策 ) 





新 採用 技術 研修 T 
( 提 六 予防 ・ 創 傷 管理 技術 ) 


医療 局 新 採用 職員 研修 | 
前 期 ( 宿 泊 研 修 ) 





集合 研修 
(看護 記録 ・ 薬 品 ・ 接 明 ) 


SUMMER 


医療 局 新 採用 職員 研修 
後期 (宿泊 研修 ) 


新 採用 技術 研修 本 
(呼吸 ・ 循 環 を 整え る 技術 等 ) 











图 新 人 研修 修了 















00 


N > 本 册 户 济 > 池 


一 和 中心 义 罗列 闻 >> 剖 
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so 对 半 SAC(C 山 Rt 人 DOS9S 污 SS 才 
:于 闭 Rt 工 一 冰 和 中 于 前 个 避风 日 半 婴 中 


伊藤 玲 加 


[岩手 県 立 大 学卒 ] 


生ま れ 育 っ た 岩手 の 医療 に 貢献 し た いと 思い 、 岩 手 県 立 病 院 
を 志望 し まし た 。 現 在 は 4 科 混 合 の 病棟 に 所 属し て いま す 。 入 職 
当初 は 分 か ら な いこ と ば か り で 不安 や 焦燥 感 で いっ ぱい で し た 
が 、 先 輩 方 の 優し く 温か い サ ポー ト を 受け 、 や り が い の あ る 日 々 
を 過ごし て いま す 。 患 者 さん だ け で は な く 患 者 さん の ご 家族 と も 
関わ りな が ら 看 護 を 行っ て いく こと は 難し くも あり ます が 、 そ の 分 
感謝 の 言葉 を 頂い た と き に は 喜び や 達成 感 を 感じ て いま す 。 

岩手 県 立 病院 は 教育 ・ 指 導体 制 が 充実 し て いま す 。 新 人 の 時 

ら 様々 な 研修 に 参 着実 に アッ プ し こと が で 
きま す 。 就 職 活動 で 悩ん で いる 方 も いる と 思い ます が 、 是 非 一 緒 
に 岩手 県 立 病 院 で 働き まし ょ う 。 


8:30 る 情報 収集 














8:45 る 受け 持ち 患者 へ 挨拶 
9:00 @ 管理 申し 送り 
注射 準備 、 午 前 中 の 内 服薬 確認 
10:00 る バイ タル 測定 、 注 射 の 実施 、 看 護 ケア 、 入 浴 介 助 
11:45 る 配 薬 、 血 糖 測定 
12:00 る 配膳 、 食 事 介助 、 休 憩 
12:30 @ 下 膳 、 口 腔 ケア 
13:30 @ カン ファ レン ス 
14:00 @ 介護 ケア 、 処 軒 
16:00 @ バイ タル 測定 
16:30 @ 申し 送り 、 翌 日 の 手術 、 検 査 の 準備 ・ 説 明 退 院 、 転 院 準備 
17:15 @ 受け 持ち 患者 へ 挨拶 、 退 店 
















病室 で 患者 さ ん の 
バイ タル 測定 注射 を 実施 中 





すぐ に 電子 カル テ に 入力 


日 
々 
学 
ぶ 
と 
办 
多 
《 
充 
実 
し 
rc 
い 
Es 
回 


WAS(rr( の 慎 織 下 で 汰 画 頭 内 吾 4 の て 








私 は 、 生 まれ 育っ た 岩手 県 の 医療 に 貢献 し た いと 思い 、 新 人 教 
育 や 研修 が 充実 し て いる 県 立 病院 を 選び まし た 。 現 在 、 外 科 ・ 消 
化 器 内 科 ・ 循 環 器 内 科 の 混合 病棟 で 勤務 し て いま す 。 処 置 介助 
や 緊急 入院 等 が 多い 中 で も 、 愚 者 さん 一 人 一 人 と 向き 合う 時 間 


了 SS 





























= 央 En ー ロク 学 で 一 ミ = 所 


突発 的 な 業務 が 多い 中 で 優先 順位 を 考え を ながら 業 務 を する こと 
に 難し さ を 感じ ます が 、 安 全 に 終え る こと が で きた 時 は や り が い 
と 自身 に 繋が り ま す 。 困 っ て いる 時 に 声 を か け て くれ る 先輩 方 に 
日 々 助け られ て いま す 。 夜 勤 明 け に 先輩 と 食べ る ラー メン は 格別 
で す 。 











毎日 勉強 や 実習 お 疲れ 様 で す 。 学 生 時 代 は 勉強 や 実 
習 を する 中 で 、 候 抜き の 仕方 を 身 に つけ る こと も 大切 だ 
と 思い ます 。 私 は よく 実習 の 合間 に 友人 と ご 飯 に 行っ 
て いま し た 。 国 家 試験 前 は 、 過 去 問題 や 模試 を 解い て 
解説 を じっくり 読む こと を 繰り 返し まし た 。 今 一 生 懸 命 
取り 組ん で いる こと は 、 将 来 必ず 自分 の 力 に な り ま す 。 
一 緒 に 頑張 り ま し ょ う ! 





釜石 病院 


佐々 木 史 


[岩手 県 立 宮古 高等 看護 学院 ] 





先辈 看 议 晤 从 ” 


11 


pn 


電子 カル テ で 


* 模 導い ただ いて いま す 





愚者 さん の 情報 を 確認 中 


_ 
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ーママ 習 議 馴 と 沸 


々 


My 


一 证 六 六 蝇 融 名 > 六 


_ 
ニー デー . 
久慈 病院 
中 谷 あか り 
[ 書 津 中 央 病院 附属 看護 学校 


私 は 県 外 の 看護 学校 へ 進学 し まし た 。 地 元 を 離れ て 生活 し 看 
護 を 学ぶ 中 で 、 地 元 の 良さ や 家族 の 大 切 さ に 気付 きま し た 。 就 
職 活動 を 通し て 様々 な 病院 の イン ター ンシップ に 参加 し て いま し 














望 し まし た 。 


加 客人 寻 冲 站 源 烛 证 三 测 丰 中 


働い て いて 、 
Demko 


GMT 


く 
な 
り 
U 
タ 
| 
レス 
す 
る 忆 
E 
に 
决 
め 
ま 
し 


の 7/ 





09 


た が 、 次 第 に 地元 に 戻り 岩手 県 に 貢献 し 恩返し が し た いと いう 
思い が 強く な りり ター ン す る こと に 決め まし た 。 看 護 師 と いう 3 専 
門 職 者 と し て 、 一 人 一 人 の 習熟 度 に 応じ た 教育 プロ グラ ム に よる 
継続 教育 、 研 修 和 制度 が 充実 し て いる 県 立 病院 に 魅力 を 感じ まし 
た 。 地 域 の 人 た ち が 自 分 らし く 生 きる こと を 看護 の ちか ら で 支 え 
て いき た いと 思い 、 幼 い 頃 か ら 身 近 な 存在 で ある 県 立 病 院 を 志 




















私 が 住ん で いる 場所 は こん な と ころ 





久慈 市 は 、 国 内 最 北端 の 海 で 漁 を する 「 北 限 の 海女 」 
の 町 で 、NHK の 朝ドラ 「 あ まち ゃ ん 」 の 舞台 に な り ま し 
た 。 三 陸 の 新鮮 な 海 の 幸 が と て も お いし いで す 。 山 に 目 
を 向け る と 世界 有数 の 琉 型 の 採 掴 産 地 で 知ら れ て い 
ます 。 ま た 、 久 慈 秋祭り は 600 年 以上 の 歴史 が あり 、 毎 
年 多く の 観光 客 に 感動 を 与え て いま す 。 海 、 山 、 町 の そ 
れ ぞ れ に た くさ ん の 魅力 が ある 地域 で す 。 久 慈 病院 で 





日 々 地域 の 人 た ちの 優し さや 温か さ を 感 









注射 業 に 間違い が な いか 
キ ェ ッ ク 中 





意 者 さん と の 信頼 関係 も 
し っ か りり 構築 し ます 


私 は 結婚 を 機 に 岩手 県 に 戻っ て きま し た 。 女 性 の ライ フイ ベン 
ト で ある 妊娠 出産 育児 を 、 仕 事 を 続け な が ら 両 立 し て いく た め 1 
に は 、 職 場 の 制度 が 重要 で す 。 岩 手 県 立 病 院 を 転職 先 に 選ん だ 
理由 は 、 福 利 厚生 が 充実 し て お り 、 自 身 の ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 
が 保 た れる と 思っ た か ら で す 。 妊 娠 出産 育児 を 控え る スタ ッ フ と | 
その 家族 に と っ て 、 充 実 し た 制度 は 大 き な 支 え に な る と 感じ て い 
ます 。 



























前 の 職場 と は ここ が 違う ! 


で 、 ほ と ん ど が 助産 師 で し た 。 県 立 病院 は 転職 や 部 署 = 
内 異動 が あり 、 様 々 な 経験 が ある 先輩 方 ば か り で し 

た 。 産 科 だ け で な く 他 科 の 経験 も ある 先輩 方 と 業務 す 

る こと で 、 知 ら な か っ た 知識 ・ 技 術 を 習得 する こと が で | 
きま す 。 ま た 、 看 護 師 と の 関わ り の 中 で 、 産 科 で は 経験 

で き な い 疾患 や 検査 ・ 治 療 の 話 を 聞く 機会 が 増え 、 知 

識 を 得る こと が で き て いま す 。 経 験 豊富 な スタ ッ フ と 働 

く こ と で 、 自 分 の スキ ル ア ッ プ に な る こと 、 よ り 充実 し た 

支援 や ケア を 行う こと が で きる こと が 県 立 病院 の 大 き 

な 魅力 で す 。 
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[岩手 県 立 大 学卒 ] 


以前 勤め て いた 職場 は 、 異 動 が な く 産 科 単科 の 病棟 ーー 
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誠 貴 テハ メニ ュ ィ マ メル 


スペ シャ リス ト の 養成 


岩手 県 立 病院 で は 、 特 定 の 看護 分 野 に お いて 、 熟 練 し た 看護 技術 と 知識 を 用 いた 水準 の 高い 看護 


を 実践 し 、 他 の 看護 職員 の ケア 技術 向上 に 対す る 指導 を 行う こと が で きる 専門 ・ 認 定 看 護 師 の 養成 


に 


県 
9 


向け て 支援 を 行っ て いま す 。 


どん な 支援 を し て いる の ? 派遣 され て いる 間 、 お 給料 は で る の ? 


資格 取得 の た め に は 、 各 分 野 ご と に 指定 され た 教育 機関 を 修了 する 必要 が あり ます 。 そ の 際 に か か る 以下 の 経費 は 県 立 
病院 が 負担 し ます 。 





県 立 病院 が ① 入 学 検定 料 ② 入 学 金 ③ 授 業 料 (テキ スト 代 含 む ) 
負担 する 経費 ④ 認 定 資格 審査 料 ・ 認 定 資格 登録 料 ⑤ 入 学 式 、 実 習 等 に 派遣 する 旅費 


派遣 され て いる 期間 中 も 、 毎 月 給与 は 支給 し ます 。 
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立 病院 で は 、 ス ペ シ ャ リス ト を 目指 す あ な た を 全面 バッ クア ッ プ し ます ! 
専門 ・ 認 定 看護 師 の 配置 状況 専門 看護 師 3 名 、 認 定 看護 師 101 名 (信和 4 年 1 月 1 日 現在 ) 
専門 看護 師 (3 名 ) | 認定 看護 師 (101 名 ) 
-二 
師 师 于 要 多 | 多 | a 是 乡 | | 
央 @ @ © @ oe © © 会 る @ @ @ 全 
船渡 @ @ @ © ® © © 
石 @ る © [ 】 【2 @ @ 
疝 @ © @ ® © © © 
®@ る @ | 】 @ ® 和合 【3 
井 ® @ © @ @ ee ® @ @ @ @ 
慈 @ る © 【2 る © © 
部 @ @ ee @ @ ® @ © © 
戸 る @ 多 © 全 
野 @ 
硫 [ 】 | 】 [ 】 @ 
戸 @ @ @ 
米 | 】 る 人 @ 
光 @ @ 











県 立 病院 で は 、 手 順 書 に より 特定 行為 を 行う 看護 師 を 養成 し て いま す 。 

特定 行為 を 行う た め に は 、「 特 定 行為 研修 」 の 受講 が 義務 づけ られ て いま す が 、 
こち ら も 認定 看護 師 同様 、 全 面 バックアップ し て いま す 。 

【 特 定 行為 研修 終了 者 】 11 名 


《 区 分 》 創傷 管理 関連 ・ 呼 吸 器 関連 ・ ろ う 孔 管理 関連 ・ 腹 腔 ドレ ー ン 管理 関連 ・ 栄 養 及 び 水 分 管理 に 係る 薬剤 投与 関連 等 


各種 専門 資格 


介 日 本 糖尿 病 療養 指 導 士 便 日 本 消化 器 内 視 鏡 技師 人 3 学会 合同 呼吸 療法 認定 士 
人 透析 技術 認定 士 る ⑧ 了 臨床 輸血 看護 師 る @ ス トー マリ ハビ リ テ ー シ ョ ン 講 習 会 修了 者 

人 @ フ ッ ト ケ クア 指導 士 る @ ア ド バ ン ス 助産 師 @NST 専 門 療法 士 る パス 認定 士 

@ 日 本 DMAT 队 员 る 認知 症 ケ ア 専 門 土 る ⑧ リ ン パ 浮腫 療法 士 る 災害 支援 ナー ス 等 


特定 行為 が で きる 


看護 師 も 養成 
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県 立 病院 の 助産 師 た ち 一 安心 し て 出産 する た め の 支 援 一 





上 立 病院 の 周 産 期 医療 体制 


県 立 病院 は 、 妊 産婦 や 新生 児 に 対す る 医療 体制 を 充実 し 、 





安心 し て 産み 育て られ る 環境 づく り を 目指 すこ と を 目的 に 、 地域 周 産 期 
「 地 域 周 産 期 母 子 医療 セン ター」 と し て 7 病院 、「 周 産 期 母 子 母子 医療 セン ター 
医療 セン ター 協力 病院 」 と し て 1 病院 が 指定 され て いま す 。 中 央 病院 ゃ 大 船渡 病院 


宮古 病院 磐井 病院 
久慈 病院 ”中 部 病院 


二戸 病院 
= 軸 
周 産 期 、 
母子 医療 セン ター 目 本 
協力 病院 に 
』 釜石 病院 AGE 
= | x 
二 |g# 





盤 井 病院 で 
BFH( 赤 ちゃ ん に や さ し い 病院 ) に 認証 され まし た ! 


盤 井 病院 で は 、 助 産 師 た ちの 活躍 に に り 、 ユ ニセ フ と WHO が 認定 し て いる B 
FH「 赤 ちゃ ん に や さ し い 病院 (Baby Friendly HospitaU 」 に 認定 され まし た 。 


NEWS 











導師 外来 


助産 師 外 来 で は 、 助 産 師 が 妊 産 補 婦 の 健康 診査 や 保健 指導 を 行っ て いま す 。 妊 婦 健 診 は 、 ゆ っ た り し た 雰囲気 の 中 で 不安 
な 事 な ど を 伺い な が ら 、 妊 婦 が 主体 と な り 満 足し た 出産 が 出来 る よう サポ ー ト し て いま す 。 お 腹の中 の 赤ちゃん の 成長 を お 母 
さん 方 と 一 緒 に 喜び 分 か ち 合う 時 間 は 、 助 産 師 と し て の や り が い を 感じ ます 。 

産後 健 診 で は 、 退 院 後 の 育児 に 関す る 不安 の 軽減 や 、 母 乳 育児 が 継続 で きる よう ケア を 行っ て お り 、 お 母さん 方 の 自信 に 酸 
が り 好 評 を 得 て い ます 。 





助産 師 外 来 を 行っ て いる 県 立 病院 司 
大 船渡 病院 釜石 病院 宮古 病院 盤 井 病院 中 部 病院 二戸 病院 
院内 助産 を 行っ て いる 県 立 病院 
身 目 本 5 
@ 宮古 病院 
大 船渡 


人 有 産 師 の 内 部 養成 に つい て 


県 立 病院 で 働く 看護 師 の な か で 、 助 産 師 と し て 働く 意欲 の ある 職員 を 対象 に 内 部 養成 を 実施 し て いま す 。 
助産 師 免 許 の 取得 に 要する 費用 (義成 施設 の 学費 等 ) や 在学 中 の 給与 に つい て は すべ て 医療 局 に お いて 支援 し ます 。 





※ 助 産 師 免許 取得 後 の 配属 先 は 県 北 ・ 治 岸 の 病院 に な り ま す 。 
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天 船 洲 病 院生 
看護 師 兼 助産 師 


佐々 木 日 華 莉 


て 助産 師 の 内 部 養成 の 流れ 一 


[nEO 


守 寺 并 河 内 于 导购 人 A 外语 却 法 网 


二 
施 課 産 
設 养 程 師 
放 と 
人 1 

了 > 全 之 之 昌之 本 
> 渤 
上 
格 格 ・ 


VOICE 


Q1 助産 師 を 目指 し た きっ か け を 部 えて くだ さい 

小児 看護 実習 で 先天 性 疾患 を も ゃ つ 乳 児 と その 母親 に 関わ っ た こと 
で す 。 妊 娠 期 か ら 継 続 的 に 支援 を し た 助産 師 の 存在 が 母 児 の 支え と な 
り 親 子 関係 の 基盤 と な っ て いた こと に 気付 き 、 私 も 女性 が 一 人 で 悩ま 
ず 楽 し く 育 児 が で きる よう な サポ ー ト が で きる 助産 師 に な り た いと 考え 
る よう に な り ま し た 。 母 性 看護 実習 で も 、 初 め て 立ち 会 っ た お 産 で 産婦 
の 腰 を さす りな が ら 付 き 添 っ た り 、 産 後に 保健 指導 を 行い 喜ん で も ら 
えた 達成 感 を 得 て 憧 れ が 強く な り ま し た 。 看 護 師 と し て 就職 し た 後 も 、 
母 児 に と っ て 必要 な ケア を 他 職 種 で 考え な が らい きい き と 働 く 先輩 助 
産 師 の 姿 を 見 て 、 助 産 師 に な ろう と 決め まし た 。 























Q2 内 部 養成 を 利用 し 、 助 産 師 資格 取得 まで の 流れ を 教え て くだ さい 

入学 試験 に 合格 し た 後 は 、 出 張 と いう か た ち で 1 年 間 勉 強 に 励み 、 国 
家 試 験 に 合格 する と 助産 師 資格 を 得る こと が で きま す 。 病 棟 の 先輩 助 
産 師 の 助言 や フォ ロー を 得 な が ら 、 日 々 勉強 に 励み まし た 。 助 産 師 資 
格 を 得 て か ら は 第 一 希望 の 大 船渡 病院 へ 転勤 ・ 所 属す る こと が で きま 
し た 。 
































Q3 助産 師 を 目指 す 方 へ メッ セー ジ を お 願い し ます 

この 制度 は 、 仕 事 を 辞め ず に 職員 と し て 在学 で き 、 金 銭 的 な 支援 も 
受け られ る と ころ が 特に 魅力 だ と 思い ます 。 何 より 、 自 分 の や り た いこ と 
を 積極 的 に 支援 し て も や ら え る の で モチ ベー ショ ン が 上 が り ま す 。 助 産 師 
に な っ て か ら は 分 到 や 妊婦 健 診 、 育 児 指導 な ど 母 児 へ の 支援 だ け で な 
く 、 婦 人 科 の 疾患 を 持つ 患者 さん や 性 教育 で の 児童 ・ 生 徒 、 学 生 と 関わ 
る な ど 幅 広い 年 齢 の 女性 と 関わ る こと が で き 、 や り が い を 感じ て いま 
す 。 み な さん と 一 緒 に 働け る 日 を 楽し み に し て いま す 。 
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岩手 県 立 中 央 病院 

[病床 数 /685 床 診療 科 /29 科 ] 

島 県 立 病院 の セン ター 病院 

分 救急 医療 や 高度 ・ 専 門 医療 等 、 
高度 急性 期 医 療 

分 専門 的 な が ん 医療 、 緩 和 ケ ア 

人 周 産 期 医 療 

















中 部 医疗 图 


岩手 県 立 中 部 病院 
[病床 数 /434 床 診療 科 /28 科 ] 
@ 二 炎 救急 医療 や が ん 医療 、 
緩和 ケア 、 周 産 期 医療 等 の 
高度 専門医 療 




















岩手 県 立 遠 野 病院 
[病床 数 /122 床 診療 科 /14 科 ] 


借地 域 の 入院 医療 
る 在宅 医療 但 中 部 病院 と 連携 









岩手 県 立 磐 井 病院 
[病床 数 /315 床 診療 科 ノ 22 和 ] 
一 次 救急 医療 や が ん 医療 、 
緩和 ケア 、 周 産 期 医療 等 の 
高度 ・ 専 門 医 療 











岩手 県 立 千 厩 病 院 
[病床 数 /152 床 診療 科 /15 科 
e 地 域 の 入院 機能 

る ⑧ 回 復 期 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 機 能 
@ 地域 包括 ケア 第 電 病院 と 連携 

















・ 岩 手 県 立 盤 井 病院 附属 花泉 地域 診療 セン ター 






岩手 県 立 二戸 病院 
[病床 数 /230 床 診療 科 /18 科 ] 
分 二 次 救急 医療 や が ん 医療 、 

周 産 期 医 療 等 の 高度 ・ 専 門 医療 
る ⑧ 地 域 包括 ケア 














岩手 県 立 一 戸 病院 
[病床 数 /199 床 診療 科 ノ 12 科 ] 
⑥ 県 北部 に お ける 精神 医療 の 
拠点 病院 

⑧ 地域 の 入院 機能 

⑥ 二 戸 病 院 と 連携 

























































































回 



























・ 岩 手 県 立 中 央 病院 附属 沼宮内 地域 診療 セン ター 
・ 岩 手 県 立 中 央 病院 附属 紫波 地域 診療 セン ター 





二 po、 


世界 一 人 \ 太 大 パレ ー ド 1! 
盛山 さん さ 踊 | 









岩手 県 立 東 和 病 院 | 生 jg 右 
[病床 数 /68 床 診療 科 ノ 4 科 ] 
@ 地域 の 入院 医療 回 











@ 地域 の 福祉 施策 と の 一 体 的 な 運営 0 
@ 地域 包括 ケア 桂 並 木 を 観光 馬車 が 直る 
る ⑧ 中 部 病院 と 連携 北上 さく ら ま っ つり 


・ 岩 手 県 立 中 央 病院 附属 大 迫 地域 診療 セン ター 





岩手 県 立 大 東 病院 


[病床 数 /40 床 診療 科 /5 科 ] 


島 高齢 者 を 中 心 と し た 入院 医療 
0 在宅 医療 る 地域 包括 ケア 


委 盤 井 病院 と 連携 江戸 時 代 か ら 脈々 て 続く 
一 天. 平泉 地 方志 十 食 文化 




















岩手 県 立 南 光 病 院 

[病床 数 /305 床 診療 科 /2 科 ] 

介 県 南 圏 域 に お ける 精神 医療 の 
拠点 病院 

⑥ 精神 科 救 急 医療 


























岩手 県 立 軽米 病院 

[病床 数 /98 床 診療 科 /5 科 ] 

⑧ 地 域 の 入院 機能 島 地 域 包括 ケア 

る 糖尿病 の 専門 医療 な ail 

二戸 病院 と 連携 二 相 で ビ こ か 懐か し い 
味わい の 南部 せ た べ ぺい 





























・ 岩 手 県 立 二戸 病院 附属 九戸 地域 診療 セン ター 


胆 江 医 療 圏 


岩手 県 立 胆沢 病院 
[病床 数 /346 床 診療 科 /22 科 ] 
@ 二 交 救急 医療 や が ん 医療 、 
緩和 ケア 、 周 産 期 医療 等 の 
高度 ・ 専 門 医 療 























i 岩手 県 立 江刺 病院 


[病床 数 /133 床 診療 科 /13 科 ] 





回 人 地域 の 入院 機能 





人 総合 内 科 機 能 や 肝臓 病 、 
糖尿 病 の 専門 医療 

る 在宅 医療 る 地域 包 括 ケ ア 
る 胆沢 病院 と 連携 





























中軸 市 が 誇 る イラ ンド 和牛 
「 前 沢 生 」 


気仙 医療 圏 


岩手 県 立 大 船渡 病院 
[病床 数 /408 床 診療 科 /20 科 ] 
@ 三 次 救急 医療 や が ん 医療 、 
周 産 期 医療 等 の 高度 ・ 専 門 医療 
救命 救急 セン ター 機能 

@ 地域 包括 ケア 














岩手 県 立 高田 病院 
ES [病床 数 /60 床 診療 科 /8 科 ] 


回 0 高齢 者 を 中 心 と し た 入院 医療 








る ⑧ 外 来 診 療 機能 
在宅 医療 
る ⑧ 大 船渡 病院 と 連携 





・ 岩 手 県 立 大 船渡 病院 附属 住田 地域 診療 セン ター 


釜石 医療 圏 


岩手 県 立 釜石 病院 
[病床 数 /272 床 診療 科 /17 科 ] 
⑥ 二 次 救急 医療 や が ん 医療 、 
脳卒中 、 心 筋 梗塞 に 対応 する 
急性 期 医 療 等 の 高度 ・ 専 門 医療 
































岩手 県 立 大 植 病 院 


[病床 数 /50 床 診療 科 /6 科 ] 
0 高齢 者 を 中 心 と し た 入院 医療 








る 外来 診療 機能 
る 釜石 病院 と 連携 


Eh 








宫 古 医疗 图 , 


岩手 県 立 宮 古 病院 
[病床 数 /274 床 診療 科 /20 利 
@ 二 炊 救急 医療 や が ん 医療 、 

















下 站 地 域 诊 
セン ター (6) 











周 産 期 医 療 等 の 
高度 ・ 専 門 医療 
地域 包括 外 了 








二 次 医疗 圈 (9) 





ポリ ュー ム 満 点 ! 
宮古 市 の いく ら 昔 





岩手 県 立山 田 病院 


[病床 数 /50 床 診療 科 /6 科 ]| 戈 汪汪 





島 高 齢 者 を 中 心 と し た 











入院 医療 
る ⑧ 外 来 診療 機能 
る 宮古 病院 と 連携 





島 在宅 医療 





久慈 医療 圏 











岩手 県 立 久慈 病院 


[病床 数 /246 床 診療 科 /20 科 ] 
る 三次 救急 医療 や が ん 医療 、 














脳卒中 等 の 高度 ・ 専 門 医療 
⑧ 地 域 包 括 ケ ア 
島 救命 救急 セン ター 機能 


























津波 に 耐え て 舎 跡 的 に 
残 了 卡 高 田 松 原 人 一 本 松 














雪上 一 般 病院 (19) 
精神 病院 (1) 





虚 舞 や 神楽 の ま 忠 子 が 
街中 上 专人 、 俭 石 去 ? 1 
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マ 机 (6S 剖 消 昌 酒 政 


“ 恒 副 .开光 


採用 ・ 配 属 ・ 転 勤 

















県 立 病院 は 「 着 護 帥 」 に し て の キャ リヤ デザ イン を 実現 し 、 
働き 続け る こと が で きる 職場 で す 。 






































_ 採用 
採用 選考 ga 最終 合格 ・ 
試験 筆記 試験 面接 試験 内 定 採用 
採用 選考 試験 の 詳細 は 県 医療 局 ホー ムペ ー ジ か 県 立 病院 看護 科 ホ ー ム ペー ジ を チェ ッ ク ! 
人 配属 
kr 内 定時 本 人 の 希望 の ほ 配属 先決 定 
ov ea 配属 先 (初任 地 ) は 県 立 病 院 職 員 あ 
他 配 慮 が 必要 な 事項 その 他 配 慮 が 必要 な 事 決定 ! 一 歩 を 踏み 出す 場 で す 。 新 た な 場所 
等 を お 聞き し ます ! 項 等 を お 聞き し ます ! a で 絶好 の スタ ー ト を 切り まし ょ う ! 
條 転勤 に つい て 


転勤 は 、 長 く 働 き 続 ける こと が で きる 職場 で ある た め に 、 職 員 の 結婚 や 出産 等 に よる 勤務 地 の 変 更 な ど に 活用 され 「 職 員 の ワー クラ イフ バラ ンス 」 の 維 


持 に 生か され て いる ほか 、 そ れ ぞ れ の 病院 で 多様 な 業務 を 経験 で きる こと か ら 職 員 の 「 人 材 育成 」 














に も 役立っ て いま す 。 毎 年 職員 一 人 ひと り を 対象 に 


























「 異 動 希望 調査 」 を 実施 し 、 職 員 個 々 の 意向 を 確認 ・ 把 握 し 、 医 療 局 の 定め る 暴動 基準 を 元 に 所 属 長 の 意見 を 聴取 し た うえ で 決定 し て いま す 。 











転勤 し た い ! こん な と き 


結婚 ・ 出 産 の た め 
勤務 地 を 変え た い 


いろ いろ な 医療 現場 を 
経験 し た い 


地元 に 戻っ て 恩返し が 
し た い 





oO 結婚 ・ 出 産 9 生活 圏内 の 県 立 病院 に 暴動 


去 育 児 支援 制度 を 活 

















し な が ら 子 育て な ど に し っ 








か り 専 念 で きま す 。 
@ キャ リア 5 内 陵 部 と 沿岸 部 、 基 斉 病 院 と 地域 病院 な ど と 、 転 動 
Se を 活用 し て 様々 な 看護 を 経験 
ゲッ フ 文 看護 師 と し て の レベ ル ア ッ プ (キャ リア アッ プ ) に つ 
な が り ま す 。 
@ 地元 貢献 9 生ま れ 育 っ た 地元 の 県 立 病院 に 暴動 


支 い まま で 育て て くれ た 地 に 看護 師 と し て 恩返し ゅ 


i SENIOR'S VOICE 


転勤 
経験 者 


千厩 病院 
八幡 領 多 美衣 


これ まで 3 か 所 の 病院 に 勤務 させ て 頂き まし た 。 転 勤 する 前 は 知ら 图。 新兵 
囲ま れ て や っ て いけ る の か 不安 で し た が 、 そ 





ZA れ ぞ れ の 病院 で 勤務 する こと が で き 良 か っ た と 思っ て いま す 。 





DN 、 a 


初任 地 で の 大 植 病 院 で は アッ ト ホ ー ム な 雰 
の こと が 出来 まし た 。 一 昨年 結婚 し た 際 に は 転勤 か ら 10 年 以上 経つ に も 
か か わら ず 、 色 紙 を 送っ て 頂く 等 あたたか い 病 院 で す 。 釜 石 病院 で は 仕事 は も ちろ ん 、 プ ライ ベー ト 





で も ゃ 職場 の 人 達 と 交流 を 深め 楽し く 過 ご すこ と が 出来 まし た 。 


現在 勤務 し て いる 千厩 病院 で は 、 子 供 の 体調 不良 で お 休み を 頂く こと も 多い で す が 「 お 互い 様 だ 
か ら 気 に し な く て いい の よ 」 と あたたか い 言 葉 を 頂き ます 。 私 の よう な 子育て 中 の 看護 師 で も 安心 し 
て 楽し く 働け る 職場 で す 。 子 育て に 理解 の ある 方 達 に 囲ま れ 仕事 が で きる こと に 感謝 し て いま す 。 1 








囲 気 で 居心地 が 良く 働く 多 


歩ん で きた キャ リア 


大 植 病 院 に 勤務 
か ら 3 年 間 勤 務 




















釜石 病院 へ 異動 
5 年 間 勤 務 


千厩 病院 へ 異動 
人 @ 子育て に 奮闘 し な が ら 、 
看護 師 と し て も 大 活躍 ! 




















で 給与 | 
月 例 給与 C ぁ < まで も 一 例 で す 。 令 和 3 年 4 月 1 日 現在 ) 
① 生 活 給 的 手当 
職 種 | 学 歴 | 初任 給 ( 新 卒 ) 諸手 当 社会 保険 料 等 | 差引 (手取 り ) 額 
助産 師 大 学卒 214,500 円 96,388 円 44,173 円 266,715 円 ② 実 績 に 応じ た 手当 
夜勤 手当 、 超 過 勤 務 手 当 、 休 日 給 、 特 殊 勤 務 手 当 、 
看護 師 大 学卒 211,600 円 95,852 円 44,073 円 263,379 円 分 者 手当 等 ※ な お 、 分 金 手当 は 助産 師 の み に 支 給 
看護 師 短大 3 卒 202,400 円 94,150 円 43,773 円 252374777 加 ③⑨ 賞 与 的 手当 
= 期末 手当 、 勤 勉 手当 
看護 師 短大 2 卒 194,100 円 92,614 円 40,606 円 246,108 円 ※ い わ ゆ る ポー ナス の こと 。 
※ 毎 年 度 、4 月 1 日 に 定期 昇給 (お よそ 4,000 円 一 6,000 円 程度 up) が あり ます 。 6 月 と 12 月 に 支給 (年 間 支 給 月 数 は 4.41 ヵ 月 ) 











(勤務 評価 (実態 ) に より 昇給 幅 ( 額 ) が 変わ り ま す 。) 


給与 支給 例 [年 额 】 *※ ぁ < まで \ 試 算 し た 場合 の 支給 額 で あり 、 実 際 に は 職員 





※ 勤 務 評価 (実態 ) に より 支給 額 が 変わ り ます 。 

















9,.000,000 














活 実態 や 勤務 実績 に 応じ て 支給 され ます 。 







































































































勤続 15 年 目 (36 歳 ) 
年 額 約 680 万 円 
MNO om 主任 矯 護 師 へ 昇任 。 ーーーーーーーーー ニ ーー ンー 
( 子 2 人 目 出生 ・ 自 己 所 有 宅 ) 
7,000,0001-- 採用 1 年 目 (22 歳 ) ーー 勤続 35 年 目 (56 歳 ) 
年 額 約 440 万 円 年 額 約 820 万 円 
SA 勤続 28 年 目 (49 歳 ) 
6,000,000|-- (独身 ・ ア パー ト 居 住 ) 0 年 額 約 790 万 円 ----- 総 看 護 師長 へ 昇任 
勤続 9 年 目 (30 歳 ) 
5,0005000 アー シー アデ ーー ーー == SECSTR SISTENT SSS SIE STS FSIS 
(既婚 ・ 子 1 人 目 出産 ) 
ee 6 年 目 11 年 目 16 年 目 21 年 目 26 年 上 31 年 目 36 年 目 
人 有給 休暇 制度 等 
別 得 で きる 日 数 | 
9 本 2 年 目 以降 / 年 間 20 晶 a id 
年 次 休暇 休暇 を 利用 し て い 取 得 し て いま すか ? 
( 残 日 数 は 20 日 を 限度 と し て 翌年 に 繰り 越 さ れ ます 。) 放 行 だ っ て 楽し ます! / a 
病気 休暇 。 3 ヵ月 以内 (生活 習慣 病 等 は 6 ヵ月 以内 ) 8.9 日 間 取 得 し て いま す 。 そ の 
介護 休暇 6 ヵ月 以内 (無給 ) ほか 、 夏季 休暇 5 日 間 を は じ 
め 、 さ ま ざ ま な 特別 休暇 を 取 
( 例 ) 結婚 休暇 /7 日 以内 忌引 休暇 ノ 1ー10 日 得 で きま す 。 
特別 休暇 夏季 休暇 /5 日 以内 ボラ ンティア 休暇 / 年 間 5 日 以内 
生理 休暇 キャ リア アッ プ 休 暇 な ど | 
@ 职 员 公 合 職員 公 舎 は 希望 すれ ば 
ほとん どの 県 立 病院 に 、 単 身 誰 で も 入居 で きま すか ? 
赴任 者 用 、 独 身 者 用 の 職員 可能 な 限り 新 採用 者 を 優先 し 
公 舎 を 整備 し て いま す 。 公 舎 て 入居 で きる よう 配慮 し て いま 
料 は ほとん ど が 4,000 一 す 。 た だ し 、 空 室 状況 等 に よっ 
8,000 円 程度 で す 。 金 額 は て 入居 で き な い こと も あり ま 
公 舎 の 間取り や 築 年 数 に よ す 。 ア バー ト 等 に 入居 の 場合 
り 異 な り ま す 。 は 、 住 居 手 当 を 支給 し ます 。 
※ あ くま で 一 例 で あり 、 病 院 に より 異な り ま す 。 
0 勤務 時 間 と 週休 日 等 
勤務 は 1 週間 あたり 38 時 間 45 分 で す 。 夜 勤 は 1 月 8 回 以内 の 割 振り が 基本 に 3 交代 制 
な っ て いま す 。 ま た 、 夜 勤 専従 制度 の ほか 一 部 病院 で の 12 時 間 2 交 代 制 勤務 上 本 
の 導入 な ど 、 選 択 可能 な 多様 な 勤務 形態 の 整備 を 推進 し て いま す 。 i 
週休 日 は 週 に 1 日 以上 、 か つ 、4 週 間 に つ き 8 日 が 付与 され ます 。 : : | 


























※ 概 要 を 記載 し て いま す 。 詳 細 は お 問い 合わ せく だ さい 。 


澡 省 远志 










依 児 を 必要 と する 職員 の た め に 、 様 々 な 休暇 制度 や 勤務 形態 
を 設け 、 子 人 育て と 仕事 の 両立 が 図ら れる よう 支援 を 行っ て あり 、 
安心 し て 仕事 が 続け られ る 職場 環境 整備 に 取り 組ん で いま す 。 


@ 育 児 に 関す る 休暇 制度 





休暇 の 種類 


特 別 休暇 ( 例 ) 〇 つわり 休暇 ⑥ 妊 婦 健 診 休暇 ⑥ 母 体 保護 休暇 
O 産 前 ・ 産 後 休 暇 / 産 前 6 週間 ・ 産 後 8 週間 ⑨⑤ 育 児 時 間 /1 日 2 回 各 1 時 間 
⑥ 子 の 看護 休暇 年 間 5 日 以内 ⑨ 男 性 職員 の 育児 参加 休暇 / 年 間 5 日 以内 な ど 

















で 育児 休業 @ 育 児 短 時 間 勤 務 
子供 が 3 歳 に な る まで 、 男 性 ・ 女 性 と も に 取得 で きま す 。 育 旧 子供 が 就学 する まで 、 男 性 ・ 女 性 と も に いく つか ある 勤務 の 


休業 期間 中 は 、 育 児 休業 手当 金 が 支給 され ます 。 形態 (例え ば 、 週 5 日 の うち 、7 時 間 45 分 勤務 を 1 日 、4 時 間 勤 


※ 育 児 休業 開始 180 日 まで は 給料 の 67/100、 務 を 4 日 間 等 ) か ら 選 択 で きま す 。 
180 日 経過 後 一 1 歳 まで 50/100 を 共済 組合 より 給付 


@ 部 分 休業 
子供 が 就学 する まで 、1 日 2 時 間 を 超え な い 範囲 で 部 分 休業 を 取得 で きま す 。 








MAMA VOICE 





未 就学 児 が いる の で 、 部 分 休業 を 朝 ・ 夕 30 分 ずつ 取得 し 、9 時 か ら 16 
時 45 分 まで 勤務 し て いま す 。 朝 は 子供 を 幼稚 園 の 送迎 バス に 乗せ て 
か ら 出 勤 す る こと が で きま す 。 

また 、 子 供 達 を 学校 へ 送り 出す た め 、 夜 勤 は 準 夜勤 務 を 希望 し 調整 
を 図っ て も ら っ て いま す 。 














0 産前 ・ 産 後 休暇 る 育児 休業 取得 し や すい 
育児 時 間 ( 朝 1 時 間 / タ 1 時 間 ) 環境 で す ゅ 


人 部 分 休業 ( 朝 30 分 ノ 夕 30 分 ) 
⑧ 子 の 看護 休暇 


子ども を 幼稚 園 の 送迎 バス 乗り 場 へ 送る 
H 勤 (部 分 休業 30 分 取得 ) 








看護 師 高橋 友美 .和 3 a DO rs 


職員 の 柱 利 厚生 及び 子育て 支援 の 學 実 を 図る た 24 時 間 保 依 
mr = 号 -一 一 一 
院内 保育 所 て と 病後 見 保育 を 実施 する 院内 保育 所 を 設置 し て いま す 。 さ ら に 


信和 2 年 度 か ら 尊 児 保育 も 実施 し て いま す 。 


人 @ 院 内 保育 所 設置 病院 
中 央 病院 / 大 船渡 病院 / 釜 石 病院 / 宮 古 病院 / 胆 沢 病院 / 山 井 病院 ノ 頑張 る パパ ・ マ マ を 
久慈 病院 / 中 部 病院 / 二 戸 病院 江刺 病院 応援 し て いま す 
※ 設 置 病院 以外 の 勤務 で あっ て も 保育 所 の 利用 は 可能 で す 。 





@ 保 育 所 の 利用 方 法 
時 間 単 位 の 一 時 保育 や 夜勤 時 の 終夜 保育 な ど 、 
職員 の 勤務 に 応じ た 利用 が で きま す 。 








保育 の 区 分 利用 時 間 
基本 保育 7 時 30 分 一 18 時 30 分 
乳幼児 7 時 30 分 一 20 時 30 分 
一 时 保育 
児 童 平日 :18 時 30 分 一 20 時 30 分 休日 :7 時 30 分 一 20 時 30 分 
延長 保育 6 時 30 分 7 時 30 分 また は 18 時 30 分 20 時 30 分 
終夜 保育 18 時 30 分 一 翌日 7 時 30 分 
病後 児 保育 *1 7 時 30 分 一 18 時 30 分 
病 児 保育 *2 7 時 30 分 17 時 30 分 











*1 病後 児 保育 で は 、 看 護 師 が 保育 及び 看護 ケア を 行う た め 、 安 心して 利用 で きま す 。 
*2 中 央 病院 と 中 部 病院 に 設置 し て いま す 。 
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福利 厚 


生 制 度 


き 福利 厚生 施設 の 利用 

県 内 を は じ め 全国 各地 に ある 共済 組合 の 保養 施設 
が 一 部 助 成 を 受け な が ら 利用 で きま す 。 こ の ほか 、 テ ニ 
ス や 野球 な ど が で きる 県 職員 総合 グラ ンド も あり ます 。 


例え ば 、 県 内 の 温泉 旅館 や 盛岡 の 繁華 街 近く の 
ホテ ル に 宿泊 ・ 入 浴 し た と き に 助成 を 受け られ ま 
すか ヵ 1 日 あたり 最大 5,100 円 の 助成 を 受け られ る 
ほか 、 回 数 制限 が 無く 、 何 度 で も 利用 で きる 施設 
も ゃ あり ます ! 

また 、 温 泉 旅館 で は 、 期 間 限 定 の 特別 宿泊 プラ 
ン も ご 用 意 し て いま す ! オス ス メ で す よ 月 


m 職員 の 元気 回 復 


県 立 病院 対抗 球技 大 会 (野球 - バ レー ボー ル ・ ソ フト テ 
ニス 卓球) や 地域 イベ ント へ の 参加 な ど 、 職 員 の 親睦 だ 
け で な く 、 地 域 住民 と の 交流 の 場 が 設け られ て いま す 。 


また 、 新 人 看護 師 の 対象 に 、 レ クリ エー ショ ン を 開催 
し 、 同 期 や 先輩 看護 師 と の 絆 を 深め られ る よう な 取組 み 
を 行っ て いま す 。 








職員 の 福利 厚生 に し て 次 の よう な 制度 が あり ます 。 
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@ 健康 診断 ・ 検 診 事業 


全 職 員 を 対象 と し 、 定 期 健康 診断 (費用 負担 な し ) を 
毎年 2 回 実施 の ほか 、 希 望 者 は 胃 検 診 、 婦 人 科 検診 、 
間 ド ッ ク な ど を 受診 で きま す 。( 費 用 負担 が ある 検診 

ーー 部 あり ます が 、 助 成 を 受け て 受診 で きま す 。) 








一 





@ 給付 制度 


職員 や 家族 が 病気 や けが を し た 時 は 、 共 済 組合 、 職 
員 互 助 会 か ら 医 療 費 の 給付 が 受け られ ます 。 ま た 、 出 産 
し た 時 や 災害 に あっ た 時 に は 、 手 当 金 や 見 舞 金 な ど が 


給付 され ます 。 


@ メ ンタ ル ヘ ルス 支援 事業 


県 立 病院 職員 と し て 安心 し て 働く こと が で きる よう 、 ス 
トレ スチ ェ ッ ク の 実施 、 ま た 、 ス トレ ス へ の 対応 や 人 間 関 
係 、 生 活 上 の 個人 的 な 問題 な ど 、 健 康 な 心 と 体 を 維持 し 
て いく こと を 目的 と し て 、 専 門 の カウ ン セ ラー の も と 、 問 題 
解決 に 向け た カウ ン セ リン グ を 受け る こと が で きま す 。 














@ 共済 組合 貸付 金 制度 


自動 車 等 の 購入 、 住 宅 等 の 購入 、 本 人 や 被 扶養 者 等 
の 進学 、 修 学 等 で 臨時 に 資金 を 必要 と する 場合 に 共済 
組合 か ら 低 利率 で 資金 を 借り る こと が で きま す 。 











詳し い 募 集 職種 や 採用 予定 人 数 は 
いつ 分 か り ま すか ? 


募集 職種 、 採 用 予定 人 数 は 4 月 中 に 受験 
案内 や 岩手 県 医療 局 ホ ー ム ペー ジ 、 岩 手 
県 立 病院 看護 料 ホ ー ム ペー ジ で お 知ら せ 
bb 

な お 、 年 間 試 験 日 程 は 岩手 県 医療 局 ホ ー 
ムペ ー ジ や 岩手 県 立 病院 看護 科 ホ ー ム 
ペー ジ で お 知ら せ し ま す 。 


第 1 次 試験 は 
どこ で 受験 で きま すか ? 


令 和 3 年 度 は 、 盛 岡 、 東 京 、 仙 台 、 青 森 の 4 

NO な お 、 試 験 時 期 に 
よっ て 異な り ま す の で 、 詳 し く は 受験 案内 
を 確認 し て くだ さい 。 





第 1 次 試験 の 試験 内 容 に つい て 
教え て くだ さい 


令 和 3 年 度 は 、 助 産 師 ・ 看 護 師 の 方 に つい 
CN 看護 職 と し て の 適正 を みる た め の 看 護 
師 適性 検査 の ほか 、 性 格 検査 や 作文 試 


験 、 人 物 試験 (個別 面接 ) を 実施 し まし た 。 
詳し く は 受験 案内 を 確認 し て くだ さい 。 








現在 、 他 の 病院 に 勤め て いる の で す が 、 
採用 試験 を 受験 する こと は で きま すか ? 


受験 資格 を 満た し て いれ ば 、 受 験 する こと 
が で きま す 。 た だ し 指定 する 日 程 で 受験 し 


て いた だ く 必 要 が あり ます の で 、 勤 務 の 都 
合 な ど に よる 日 程 の 変更 は 、 原 則 行 っ て い 
ませ ん 。 


試験 





受験 する た め に 必要 な 
資格 や 免許 は あり ます か ? 


受験 職種 の 免許 を 取得 し て いる 方 、 受 験 
職種 の 免許 を 取得 する 見 込み の 方 で あれ 
ば 受験 する こと が で きま す 。 詳 し く は 受験 
案内 を 確認 し て くだ さい 。 





受験 申込 後 の 
変更 は で きま すか ? 


申込 後 は 、 受 験 職種 や 試験 会 場 の 変更 は 
で きま せん の で 、 受 験 申込 時 に 間違い が な 


いか 必ず 確認 し て くだ さい 。 な お 、 申 込 後に 
連絡 先 等 が 変わ っ た 場合 は 、 岩 手 県 医療 
局 職 員 課 へ 連絡 し て くだ さい 。 


岩手 県 外出 身 者 や 転職 者 は 
採用 試験 で 不利 に な り ま すか ? 


採用 選考 試験 は 、 地 方 公務 員 法 の 平等 取 
扱 の 原則 に 基づき 実施 し て いま す の で 、 性 
別 や 年 齢 、 出 身 地 、 出 身 校 、 職 歴 の 有無 等 


に よっ て 有利 ・ 不 利 が 生じ る こと は 一 切 あ 
り ま せん 。 


試験 の 際 は どん な 服装 で 
受験 すれ ば よい で すか ? 


(A) 筆記 試験 で は 、 普 段 着 で 受験 し て 構い ま 

せん (軽装 可 ) 。 人 物 試 験 を 行う 面接 試験 

で は 、 節 度 の ある 服装 で 受験 し て くだ さい 。 
な お 、 概 ね 5 月 か ら 10 月 まで の 時 期 に 面接 
試験 を 受験 する 際 は クー ルビ ズ で も 構い 
ませ ん 。 


クス 


el 


岩手 県 立 病院 
イン ター ンシップ 参加 学生 募集 中 
ー 病 院 の 雰囲気 を 感じ られ る 1day イ ンタ ー ン 一 


(岩手 県 立 病 院 看護 科 公式 HP》 回: 







お 申込 み ・ 詳 細 は ns 
岩手 県 立 病 院 看護 科 (部 ) http://www.ikango.info/ 回 党 























公式 ホー ムペ ー ジ へ 採用 試験 ・ イ ベン ト 情 報 ・ 動 画 ・ 仕 事 風 景 写真 ・ 待 遇 ・ 病 院 紹介 ・ 
先輩 コメ ント 等 、 い ろ い ろ な 情報 を 掲載 し て いま す 。 





全 A 一 = 上 皿 三 


採用 試験 は も ちろ ん の こと 、 就 職 説明 会 な どの 各種 イベ ント に つい て な ど 、 
ツイ ッ タ ー で る ゃ 発信 し て いき ます の で 、 ぜ ひご 覧 くだ さい ! 


